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予算特別委員会記録（第３号） 

 

 

平成２２年３月１７日 水曜日 午前１０時００分開議 

蒲  生  光  男  委員長   谷  口  栄  子  副委員長 

 

出 席 委 員 （１６名） 
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  ８番  安  部     隆  委員    ９番  渋  谷  佐  輔  委員 
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事 務 局 職 員 出 席 者 

 

 松 本   弘  議 会 事 務 局 長       小 関 浩 幸  補 佐 

 髙 橋 由 美  主 任       塚 田 知 広  主 任 

 

本日の会議に付した事件 

 

議案第 １号 平成２２年度長井市一般会計予算 

議案第 ２号 平成２２年度長井市国民健康保険特別会計予算 

議案第 ３号 平成２２年度長井市公共下水道事業特別会計予算 

議案第 ４号 平成２２年度長井市老人保健医療費給付事業特別会計予算 

議案第 ５号 平成２２年度長井市山形鉄道運営助成事業特別会計予算 

議案第 ６号 平成２２年度長井市農業集落排水事業特別会計予算 

議案第 ７号 平成２２年度長井市訪問看護事業特別会計予算 

議案第 ８号 平成２２年度長井市介護保険特別会計予算 

議案第 ９号 平成２２年度長井市浄化槽事業特別会計予算 

議案第１０号 平成２２年度長井市用地特別会計予算 

議案第１１号 平成２２年度長井市後期高齢者医療特別会計予算 

議案第１２号 平成２２年度長井市水道事業会計予算 

議案第３８号 平成２２年度長井市一般会計補正予算第１号 
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   開     議 

 

 

○蒲生光男委員長 おはようございます。 

 これより15日に引き続き、予算特別委員会を

開きます。 

 本日の会議に欠席の通告委員は、４番、大道

寺 信委員の１名であります。よって、ただい

まの出席委員は定足数に達しております。 

 

 

 平成２２年度長井市各会計予算案に関 

 する総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 それでは、15日に引き続き、

予算総括質疑を続行いたします。 

 順次ご指名いたします。 

 

 

 渋谷佐輔委員の総括質疑 

 

 

○蒲生光男委員長 順位４番、議席番号９番、渋

谷佐輔委員。 

○９番 渋谷佐輔委員 おはようございます。 

 私は、通告しております３点について市長並

びに関係担当者にご質問申し上げます。 

 まず、先日、蒲生吉夫議員が上郷地区にはバ

スも通っていない、路線にかすりもしないじゃ

ないかと、励ますというか微妙なお言葉をいた

だきまして、確かにバスも通っておりませんが、

そこに住んでいる住民はたくましく、元気を求

めて一生懸命生活をしているということを、ま

ずご報告申し上げたいと思います。 

 まず最初に、市長にお伺いしますが、市民一

人１スポーツの推進ということについて市長は

施政方針に掲げられております。私も大事なこ

とだと思います。その辺について市長の思い入

れ、やはり施政方針の文言につけ加える思い入

れをひとつお聞かせいただきたい。 

○蒲生光男委員長 内谷重治市長。 

○内谷重治市長 お答えいたします。 

 市民一スポーツということは、これからの長

井市の地域を再生するという意味からは大きな

要素の一つだというふうに思っております。特

に生きがいとしてのスポーツを楽しむというこ

と、また、健康を維持するということの大きく

２つでしょうか、そういった意味で必ずしも現

在はやりたいスポーツが手軽にできるような状

況にはなっていないんじゃないかというような

ことから、22年度から生涯スポーツ課を新たに

設置しながら総合型地域スポーツクラブをしっ

かりと構築してまいりたいと。現在、西根地区

の方にときめきスポーツクラブあるわけですけ

ども、それを拡大、発展させるということから

地域再生を始めてまいりたいと、そのように思

っております。 

○蒲生光男委員長 ９番、渋谷佐輔委員。 

○９番 渋谷佐輔委員 私も、スポーツ振興とい

うか、普及推進ということについては非常に思

い入れがございます。いわゆるスポーツという

のは、どちらかといえば競技力向上とか、大会

に参加して優秀な成績をおさめようとか、もう

そういう部分の目的、意義というものがあろう

かと思いますが、もう一つ、私は思うんですが、

先ほど市長が言ったように健康づくり、あと思

うのは仲間づくり、コミュニケーションを図る

ということとか、そういう心の醸成というか、

社会教育の一環かなという部分もあろうかと思

われます。 

 そういう意味で、そのための環境づくり、こ

れは行政の役割ではないのかなと思っておりま

す。そういう意味で、市民一人１スポーツのね


